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６月定例会の動き� 令和７年６月24日～27日
　第81回定例会が開催され、報告１件、条例５件、補正予算６件、契約８件、人事１件、選挙２件、
発議１件、その他６件は、いずれも原案のとおり承認・可決・同意されました。

【主な決定事項】
報告
令和６年度伊方町一般会計繰越明許費繰越計算書　　　　
　翌年度繰越額　７５９，９４３，０００円　キッチンカー導入支援事業補助金　他30事業　 

条例
伊方町投票管理者等の報酬支給条例の一部を改正する条例制定　　
　選挙長、投票管理者、開票管理者、投票立会人、開票立会人及び選挙立会人の報酬額の引上げ。

伊方町長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の一部を改正する条例制定
　契約期間に係る規定の見直し。（町長が特に必要と認めるものは６年以上も可能。）　

三崎高等学校町営寄宿舎設置条例の一部を改正する条例制定
　三崎高等学校町営寄宿舎の寮費の改正。（１人１箇月当たり５万円を上限とし、教育委員会が規定で
定める額。）

伊方町体育施設条例の一部を改正する条例制定
　足成及び田部地区の夜間照明施設の廃止。　

伊方町半島振興対策実施地域指定に伴う固定資産税の特別措置に関する条例を廃止する条例制定
　半島振興法に基づく税制特別措置（半島税制）の対象区域から過疎地域の持続的発展の支援に関す
る特別措置法に基づく税制特別措置（過疎税制）の対象区域が除外されたことに伴い、廃止。

補正予算
� （単位：千円）

会計名 補正額 補正後

一般会計補正予算（第１号） 175,876 11,879,364

国民健康保険特別会計補正予算（第１号）� 事業勘定　　　　
� 直営診療施設勘定

△ 3,569
△ 5,700

1,464,270
459,021

後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号） 1,548 200,977

介護保険特別会計補正予算（第１号）� 保険事業勘定　　　　
� 介護サービス事業勘定

△ 60
△ 5,916

1,580,487
14,148

水道事業会計補正予算（第１号）� 収益的支出
� 資本的支出

3,878
△ 1,694

411,838
240,167

下水道事業会計補正予算（第１号）� 収益的支出 1,039 406,924

定額減税補足給付金事業
　令和６年度に実施した定額減税及び定額減税補足給付金の対象者のうち、収入の減少により給付
額に不足が生じた方に対し、差額を給付。

亀ヶ池プロペラ攪拌式湖水浄化装置設置工事
　浄化装置を新規購入することで、更なる水質の改善を図る。
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木造住宅耐震改修補助金（要支援者向け耐震シェルター設置補助）
　要支援者が設置する木造住宅の耐震シェルター設置経費について、補助対象経費以内の額で最大
2,000千円を補助。
　（補助率）　国　　対象経費×１／２（消費税相当額を除く）
　　　　　　県町　国費分を差し引いた残額を１／２ずつ負担

請負契約　
伊方町庁舎改修工事請負契約の締結　　　
　契約金額　　９０，９７０，０００円	 契約の相手方　有限会社宇都宮組

伊方町地域振興センター空調設備改修工事請負契約の締結　　
　契約金額　　５５，０００，０００円	 契約の相手方　伊方電気工事株式会社

四ツ浜（川之浜）漁港防波堤改良工事（その１）請負契約の締結
　契約金額　　５８，５２０，０００円	 契約の相手方　藤川建設有限会社

町道湊浦奥線道路改良工事請負契約の締結
　契約金額　　４９，２８０，０００円	 契約の相手方　有限会社竹場建設　

町道鳥津国道線道路新設工事請負契約の締結
　契約金額　１１１，９８０，０００円	 契約の相手方　有限会社竹場建設

町道宇和海線道路改良工事（３工区）請負契約の締結　
　契約金額　　６５，７８０，０００円	 契約の相手方　藤川建設有限会社　

大久地区法面対策工事請負契約の締結
　契約金額　　７７，２２０，０００円	 契約の相手方　藤川建設有限会社

伊方小学校体育館改修工事請負契約の締結
　契約金額　１２７，６００，０００円	 契約の相手方　堀田建設株式会社伊方支店　

⼈事
伊方町教育委員会委員の任命
　西村　美重　氏　湊浦（再任）

選挙
伊方町選挙管理委員会委員の選挙
　政木　吉久　氏　湊浦（再任）、山本　桂二　氏　田之浦（新任）、小野瀬　博幸　氏　大久（新任）、
　加藤　克馬　氏　高浦（新任）

伊方町選挙管理委員会補充員の選挙
　松本　充範　氏　三崎（再任）、脇田　憲一　氏　九町（新任）、谷口　誠　氏　大浜（新任）、
　西川　吾一　氏　川之浜（新任）

発議
議員の虚偽公表等対策特別委員会設置（12名）
　委員長　安堂　廣道　　副委員長　阿部　吉馬

その他
議会運営委員会の閉会中の継続調査　　　　　原子力発電対策特別委員会の閉会中の継続調査
議会改革特別委員会の閉会中の継続調査　　　公共施設環境改善対策特別委員会の閉会中の継続調査
観光事業対策特別委員会の閉会中の継続調査　議員の虚偽公表等対策特別委員会の閉会中の継続調査
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田
村 

義
孝 

議
員

質問の全文は
ＱＲコードを
読み込んで、
確認できます

一　般　質　問

大
綱
１　
地
域
の
公
共
交
通
手
段
に
つ
い
て

問
　

当
初
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を
行
っ
て
い
た
が 

現
在
は
地
域
巡
回
バ
ス
運
行
と
な
っ
て
い
る
。

　
１
．
デ
マ
ン
ド
交
通
と
地
域
巡
回
バ
ス
の
利
用
者
の

推
移
は
。　

　
２
．
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
及
び
利

用
者
の
声
の
分
析
、
把
握
は
。

　
午
後
の
便
の
利
用
者
が
少
な
い
状
況
と
聞
く
。
よ
り

効
果
的
、
効
率
的
な
運
用
は
で
き
な
い
か
。

　
３
．
往
路
に
地
域
巡
回
バ
ス
を
利
用
し
た
場
合
の
復

路
の
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
、
利
用
数
及
び
利
用
者
の

反
応
は
。

　

４
．
予
約
に
用
い
る
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
が 

各
戸
の
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
端
末
と
デ
ー
タ
連
携
が
可
能
に

な
っ
て
い
る
他
町
の
例
が
あ
る
。
伊
方
町
も
、
５
年

後
、
10
年
後
の
地
域
公
共
交
通
の
議
論
が
今
か
ら
必
要

で
は
な
い
か
。

答
　

交
通
手
段
の
確
保
は
大
き
な
課
題
の
１
つ
。

一
昨
年
、
与
侈
地
区
で
実
証
実
験
を
行
っ
た 

住
民
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
送
迎
サ
ー
ビ
ス
や
巡
回
バ
ス

利
用
者
へ
の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
配
布
等
、
試
行
錯
誤

を
重
ね
な
が
ら
本
町
に
合
っ
た
公
共
交
通
体
系
の
在
り

方
を
模
索
し
て
い
る
。

　

１
．
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
平
成
28
年
度
２
万
１
，０

４
７
人
、
29
年
度
１
万
９
，７
７
５
人
、
30
年
度
１
万

９
，３
４
７
人
と
減
少
傾
向
。
地
域
巡
回
バ
ス
は
、
令

和
４
年
度
１
万
９
，４
８
６
人
、
５
年
度
１
万
９
，３
０

２
人
、
６
年
度
２
万
２
，１
７
７
人
と
当
初
か
ら
の
目

標
「
年
間
利
用
者
数
２
万
人
」
を
超
え
た
。

　

２
．
デ
マ
ン
ド
交
通
は
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
の
送

迎
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
利
用
し
た
い
時
間

に
利
用
で
き
な
い
、
帰
り
の
便
の
予
約
が
取
り
に
く

い
、
毎
回
の
電
話
予
約
が
煩
わ
し
い
等
の
意
見
が
あ
っ

た
た
め
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
空
き
時
間
に
着
目
し
、
新
た

に
地
域
巡
回
バ
ス
の
運
行
を
構
築
し
た
。

　

地
域
巡
回
バ
ス
は
低
料
金
で
決
ま
っ
た
時
間
に
誰
も

が
利
用
で
き
、
バ
ス
停
以
外
で
も
自
由
乗
降
が
で
き

る
。
ま
た
、
利
用
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
バ
ス
停
を
増

や
し
た
り
、
運
行
ダ
イ
ヤ
の
変
更
や
増
便
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
利
用
者
の
少
な
い
便
も
あ
る
た
め
、
費
用
対

効
果
を
考
慮
し
な
が
ら
運
行
体
系
を
確
立
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

３
．
本
年
１
月
か
ら
、
試
験
的
に
巡
回
バ
ス
利
用
者

へ
５
０
０
円
の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
配
布
。　

　

利
用
実
績
は
、
１
月
17
枚
、
２
月
12
枚
、
４
月
28

枚
、
５
月
23
枚
。
タ
ク
シ
ー
会
社
に
よ
る
と
使
用
期
限

の
延
長
や
増
額
等
の
声
が
あ
る
。
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

見
直
し
や
利
用
数
の
少
な
い
便
の
縮
小
な
ど
、
効
率

的
・
効
果
的
な
運
行
の
検
討
を
行
い
た
い
。

　

４
．
防
災
行
政
無
線
の
更
新
に
関
す
る
検
討
を
始
め

て
お
り
、
Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ
ム
や
携
帯
電
話
網
を
活
用

し
た
シ
ス
テ
ム
導
入
の
可
能
性
を
含
め
、
様
々
な
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
全
国
の
事
例
を
参
考
に
最
適
な
方
策
を
探
り

た
い
。
そ
の
中
で
、
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
と
地
域
公
共

交
通
を
関
連
付
け
て
考
え
る
事
例
も
１
つ
の
案
と
し
て

受
け
止
め
、
将
来
を
見
据
え
た
本
町
に
合
っ
た
交
通
体

系
を
検
討
し
た
い
。�
（
町
長
）

大
綱
２　
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

問
　
物
価
高
が
進
行
し
可
処
分
所
得
が
少
な
く
な

り
、
伊
方
町
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
や
年
金
の

み
の
収
入
の
方
も
多
い
。

　
伊
方
町
は
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
や
低
所
得
者
支
援
給

付
金
を
出
し
て
い
る
状
況
だ
が
、
独
自
の
財
源
を
活
用

し
て
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
上
水
道
の
基
本
料
金
を
免
除
し
た
よ
う

に
、
町
民
へ
の
物
価
高
対
策
を
行
え
な
い
か
。

　
ま
た
、
農
林
水
産
従
事
者
や
地
域
の
事
業
者
に
対
し

て
の
支
援
を
考
え
て
い
な
い
か
。

答
　

近
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

や
国
際
社
会
情
勢
の
変
化
を
受
け
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
食
料
価
格
の
高
騰
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
最
近
は
米
不
足
が
住
民
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。

　

本
町
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
や
年
金
収
入
の
み
の
方

も
多
く
、
昨
今
の
物
価
高
騰
は
切
実
な
問
題
で
あ
る
。　

　

国
は
、
低
所
得
世
帯
や
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
各
種

給
付
金
に
よ
る
支
援
を
行
い
、
本
町
も
国
の
交
付
金
を

活
用
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
や
農
業
・
畜

産
業
用
肥
料
や
漁
業
用
の
燃
油
や
飼
料
等
の
支
援
、
ま

た
、
町
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
高
校
生
の
通
学
補
助

や
学
校
給
食
費
の
半
額
補
助
、
学
校
教
材
の
保
護
者
負

担
分
の
無
料
化
や
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
等
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

水
道
の
基
本
料
金
の
免
除
や
農
林
水
産
業
を
は
じ
め

地
域
の
事
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
今
後
の
国
の
動

向
を
見
据
え
、
ま
た
、
町
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
な
施
策
が
町
民
に
と
っ
て
有
効
に
機
能

す
る
の
か
を
見
極
め
な
が
ら
適
切
に
検
討
し
た
い
。

�

（
町
長
）
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加
藤 

智
明 

議
員

質問の全文は
ＱＲコードを
読み込んで、
確認できます

一　般　質　問

大
綱
１　
若
者
及
び
子
育
て
世
帯
へ
の

　
　
　
　
支
援
策
に
つ
い
て

問
　
昨
今
の
物
価
高
騰
は
、
特
に
若
者
や
子
育
て

世
帯
の
家
計
を
圧
迫
し
、
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
た
め
、
安
心
し
て
暮
ら
し
、
子
育
て
が

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
が 

対
応
で
き
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
若
者
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
、
反
映
さ
せ
て
い
る
か
。

答
　

令
和
７
年
度
予
算
に
、
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン

や
若
い
世
代
の
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
た

め
、
新
規
就
業
者
支
援
対
策
事
業
や
結
婚
生
活
支
援
補

助
金
、
定
住
促
進
奨
励
金
等
、
総
額
約
３
億
２
千
万
円

を
計
上
し
、
若
い
世
代
へ
の
き
め
細
や
か
な
様
々
な
経

済
的
支
援
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

ま
た
若
い
世
代
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
、
昨
年
の
こ
ど

も
・
子
育
て
支
援
計
画
の
策
定
時
の
対
象
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
他
、
町
政
懇
談
会
等
に
お
い
て
農
業
・

漁
業
の
後
継
者
団
体
や
三
崎
高
校
生
、
役
場
の
若
手
職

員
等
若
い
世
代
を
含
め
た
町
内
各
種
団
体
と
の
意
見
交

換
や
職
員
提
案
等
を
通
じ
、
福
祉
支
援
策
の
在
り
方
を

検
討
し
て
い
る
。

　

老
朽
空
き
家
の
解
体
の
除
却
後
３
年
間
の
建
物
の
建

築
制
限
の
廃
止
や
補
助
上
限
の
引
き
上
げ
、
住
宅
を
新

築
す
る
た
め
の
建
物
の
除
却
経
費
へ
の
助
成
制
度
、
高

校
生
の
通
学
補
助
制
度
、
出
産
祝
い
金
の
拡
充
等
、
い

た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望
を
検
討
し
な
が
ら
形
に
し

て
き
た
。
ま
た
現
在
策
定
中
の
第
３
次
総
合
計
画
で
も

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
町
内
の
若
い
世
代
と
の
意
見
交
換

な
ど
を
反
映
さ
せ
る
。

　

今
後
も
更
な
る
住
民
の
参
加
促
進
と
意
見
反
映
体
制

の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。�

（
町
長
）

大
綱
２　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
原
子
力

　
　
　
　
災
害
の
複
合
災
害
に
備
え
た

　
　
　
　
伊
方
町
の
防
災
体
制
に
つ
い
て

問
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
確
率
が
80
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
。
本
町
に
は
伊
方
原
子
力
発
電

所
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
平
時
か
ら
の
綿
密
な
準
備

と
関
係
機
関
と
の
連
携
、
そ
し
て
、
住
民
一
人
ひ
と
り

の
防
災
意
識
の
向
上
が
不
可
欠
。

　
１
．
Ｕ
Ｐ
Ｚ
及
び
Ｐ
Ａ
Ｚ
の
住
民
を
放
射
線
防
護
施

設
へ
避
難
さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
輸
送
手
段
と
放
射

線
防
護
施
設
の
収
容
可
能
人
数
、
設
備
内
容
、
計
画

は
。
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、
移
動
に
支
援

を
必
要
と
す
る
住
民
へ
の
対
応
は
。

　
２
．
伊
方
町
の
各
種
事
業
者
、
団
体
と
の
災
害
時
の

連
携
協
定
は
、
ど
の
よ
う
な
訓
練
や
情
報
共
有
体
制
を

構
築
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
協
定
内
容
の
定
期
的
な
見

直
し
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答
　

１
．
放
射
線
防
護
施
設
は
公
民
館
や
高
齢
者

施
設
、
防
災
セ
ン
タ
ー
等
の
指
定
避
難
所
に
８

箇
所
、
診
療
所
施
設
に
３
箇
所
の
他
、
庁
舎
５
階
部
分

に
１
箇
所
、
計
12
箇
所
を
整
備
し
、
庁
舎
以
外
の
11
の

避
難
施
設
に
総
数
約
２
，５
０
０
名
の
収
容
が
可
能
。

　

設
備
内
容
は
、
陽
圧
化
装
置
に
よ
り
特
殊
な
フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
し
て
建
物
内
部
へ
綺
麗
な
空
気
を
取
り
込
む

一
方
で
、
建
物
の
内
圧
を
高
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て 

外
気
の
侵
入
を
防
ぐ
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た 

住
民
が
安
心
し
て
避
難
生
活
が
で
き
る
よ
う
水
や
食

料
、
簡
易
ト
イ
レ
、
毛
布
等
も
備
え
て
い
る
。

　

移
動
に
支
援
を
要
す
る
方
は
、
毎
年
、
名
簿
と
そ
の

方
の
個
別
避
難
計
画
を
作
成
し
、
自
主
防
災
会
、
警

察
、
消
防
等
、
実
際
に
支
援
に
あ
た
る
機
関
に
提
供

し
、
ま
た
原
子
力
災
害
時
の
広
域
避
難
計
画
に
お
い
て

は
、
自
家
用
車
を
お
持
ち
で
な
い
方
の
輸
送
手
段
に

つ
い
て
も
地
域
で
共
有
す
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
。　

　

２
．
本
町
で
は
、
33
の
団
体
と
災
害
時
の
支
援
物
資

の
提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
等
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
、
最
近
で
は
、
４
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
災
害
時
の

物
資
供
給
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。
伊
方
発
電
所

の
安
全
確
保
に
関
す
る
愛
媛
県
、
伊
方
町
、
四
国
電
力

の
三
者
と
の
安
全
協
定
や
そ
の
確
認
書
等
、
原
子
力
発

電
に
関
す
る
環
境
の
変
化
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ

て
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、
他
の
連
携
協
定
に

つ
い
て
も
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
や
国
の
防
災
計
画

の
改
定
等
を
踏
ま
え
見
直
し
を
行
う
。
ま
た
、
県
の
総

合
防
災
訓
練
や
原
子
力
防
災
訓
練
等
、
県
、
各
市
町
事

業
者
と
も
情
報
連
携
し
な
が
ら
、
そ
の
効
果
検
証
と
実

効
性
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　

今
年
度
は
国
主
催
の
原
子
力
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

る
。
実
際
の
災
害
発
生
時
に
お
け
る
対
応
能
力
の
向

上
、
国
や
自
治
体
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
と
併

せ
、
住
民
へ
の
啓
発
活
動
も
並
行
し
て
進
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
意
義
の
あ
る
訓
練
で
あ
り
、
訓
練
を
通
じ
て
防

災
意
識
の
高
揚
と
迅
速
か
つ
適
切
な
体
制
づ
く
り
に
努

め
た
い
。
今
後
も
連
携
協
定
の
充
実
や
訓
練
を
繰
り
返

し
行
い
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
防
災
対
策
の
推
進
に
取

り
組
む
。�

（
町
長
）



（ 6 ）

委員会（協議会）報告
月　日 委員会（協議会） 概　　要

６月４日

原 子 力 発 電 対 策
特 別 委 員 会

１．伊方発電所３号機長期施設管理計画（30年目）について
２．令和７年度伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査計画に

ついて　　
３．令和７年度伊方原子力発電所温排水影響調査計画について
４．令和６年度伊方発電所異常時通報連絡状況について
５．伊方発電所の状況について

観光事業対策特別委員会 １．伊方町健康交流施設亀ヶ池温泉指定管理者の体制等の変更
について

６月10日 議 会 運 営 委 員 会 １．第81回定例会の運営について

６月17日 議 員 全 員 協 議 会

１．伊方町庁舎改修工事請負契約の締結について
２．避難行動要支援者の避難支援対策について
３．農水産物処理加工施設拡充整備事業について
４．瀬戸アグリトピア宿泊棟改修工事の進捗状況について
５．伊方町地域振興センター空調設備改修工事請負契約の締結

について
６．四ツ浜（川之浜）漁港防波堤改良工事（その１）請負契約

の締結について
７．町道湊浦奥線道路改良工事請負契約の締結について
８．町道鳥津国道線道路新設工事請負契約の締結について
９．町道宇和海線道路改良工事（３工区）請負契約の締結につ

いて
10．大久地区法面対策工事請負契約の締結について
11．伊方町上下水道事業経営戦略について

第66回臨時会報告� 令和７年７月17日

　第66回臨時会が開催され、上程された議案は、原案のとおり可決されました。

補正予算
令和７年度伊方町一般会計補正予算（第２号）
　補正額　７０，６９６千円　　補正後の額　１１，９５０，０６０千円
　三崎小中学校体育館改修工事
　伊方中学校体育館改修工事

請負契約　
瀬戸アグリトピア宿泊棟改修工事請負契約の変更締結
　契約の相手方　堀田建設株式会社伊方支店　変更理由　事業量変更による増額
　変更前　１８９，７５０，０００円　　→　　変更後　２０７，７４８，０００円

瀬戸総合体育館外壁等改修工事請負契約の締結
　契約金額　７４，４３７，０００円　　　　　契約の相手方　株式会社大和興業
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月　日 委員会（協議会） 概　　要

６月17日 議 員 全 員 協 議 会

12．令和５年度決算に係る統一的な基準による財務書類の公表
について

13．伊方小学校体育館改修工事請負契約の締結について
14．伊方町学校再編計画（第二次）の進捗状況について
15．伊方町民グランドの改修について
16．伊方町体育施設の改修について
17．条例の制定等について
18．令和６年度伊方町一般会計繰越計算書の調製について
19．令和７年度伊方町一般会計補正予算（第１号）概要
20．株式会社瀬戸ウィンドヒルの風車リプレイス事業について

６月24日 議 会 運 営 委 員 会 １．第81回定例会の運営について

６月27日 議 員 全 員 協 議 会
１．議員の虚偽公表等対策特別委員会設置に関する決議につい

て
２．九町小学校統合合意書調印式について

７月９日 議 会 運 営 委 員 会 １．第66回臨時会の運営について

７月17日
議 員 全 員 協 議 会

１．瀬戸アグリトピア宿泊棟改修工事請負契約の変更締結につ
いて

２．瀬戸総合体育館外壁等改修工事請負契約の締結について
３．令和７年度伊方町一般会計補正予算（第２号）概要

議員の虚偽公表等対策
特 別 委 員 会 １．議員の虚偽公表等対策について

株式会社佐田岬マネジメント
細谷 代表取締役

令和７年６月４日
原子力発電対策特別委員会
　原子力規制庁から TV会議に
て、伊方発電所３号機長期施設
管理計画（30年目）について説
明がありました。

令和７年６月４日
観光事業対策特別委員会
　財務基盤強化のため伊方サー
ビス株式会社が出資者に加わ
り、亀ヶ池温泉の集客増、物販
の地元産追加などの考えが示さ
れました。
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　大洲・八幡浜自動車道の整備推進の国への要望書には、伊方町方面への延伸の必要があるこ
とも盛り込まれています。

進捗状況写真（令和７年４月）

夜昼道路（八幡浜市側）

夜昼道路（大洲市側）
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９月号
Vol.81

５月　11日 八幡浜市制施行20周年記念式典（八幡浜市）

12日 全国原子力発電所所在市町村協議会総会（東京都）

15日 国道197号高規格道路建設促進期成同盟会会計監査

〃　 町区長会

17日 はなはな祭り

20日 町商工会通常総代会

24日 新嘗祭献穀田粟播種式

25日 きららまつり

27～28日 町村議会議長・副議長研修会（東京都）

28日 県町村議会議長会第１回臨時総会（東京都）

30日 国道197号高規格道路建設促進期成同盟会定期総会（八幡浜市）

〃　 町人権教育協議会・人権対策協議会役員会

６月　２日 町遺族会総会

４日 町環境監視委員会

５日 町老人クラブ連合会総会

６日 八幡浜地区施設事務組合議会臨時会（八幡浜市）

11～13日 部落解放・人権西日本夏期講座（沖縄県）

16日 知事との意見交換会（八幡浜市）

19日 町人権教育協議会・人権対策協議会定期総会

23日 県町村議会議長会第１回正副会長会（松山市）

７月　11日 九町小学校統合合意書調印式

15～16日 全国原子力発電所立地市町村議会議長会役員会・定期総会（東京都）

27日 きなはいや伊方まつり2025

議長の動き（主な内容）

令和７年５月 17 日令和７年５月 17 日

はなはな祭りはなはな祭り
令和７年７月 27 日令和７年７月 27 日

きなはいや伊方まつり 2025きなはいや伊方まつり 2025


